
 
 

 ⽒ 名 松﨑 敦⼦（Atsuko Matsuzaki） 

職 位 准教授 

専 ⾨ 分 野 ⼩児看護学 
発達⼼理学 
応⽤⾏動分析学 

担 当 授 業 科 ⽬ 成育看護学特論 
特定実践看護学演習ⅠＡ・ⅠＢ・Ⅱ 
特別研究Ⅰ・特別研究Ⅱ 

教 員 か ら ⼀ ⾔ 修⼠課程⼊学時にある教授から「あなた⽅は知の消費者から知の⽣産者に
なるのです」と⾔われたことが今でも強く⼼に残っています。知の⽣産者
になるべく学⽣の皆様と切磋琢磨し合える仲間になれたら嬉しいです。共
に頑張りましょう。 

学 歴 慶應義塾看護短期⼤学卒業 
California State University, Northridge 卒業 
慶應義塾⼤学社会学研究科⼼理学専攻修⼠課程修了 
慶應義塾⼤学社会学研究科⼼理学専攻博⼠課程取得後退学 

学 位 博⼠（⼼理学） 

主 な 職 歴 慶應義塾⼤学病院 
慶應義塾⼤学先導研究センター 
三育学院⼤学看護学部 
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